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『
開
目
抄
』
に
明
示
さ
れ
る
本
門
戒
の
諸
相
（
上
） 

―
―

本
門
戒
壇
の
戒
・定
・
慧
の
実
義
等
分
類
へ
の
試
論―

―
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は
じ
め
に 

宗
祖
は
、
恩
師
と
も
言
え
る
伝
教
大
師
の
業
績
、
殊
に
法
華
経
廣
宣
の

根
源
た
る
円
頓
の
大
戒
壇
建
立
を
こ
の
上
も
無
く
讃
え
ら
れ
ま
し
た
。
ひ

と
つ
は
、
本
朝
初
の
法
華
経
に
基
づ
く
戒
壇
で
あ
る
こ
と
、
次
に
は
、
そ

の
戒
壇
に
円
頓
の
三
学
（
円
戒
・
円
定
・
円
慧
）
が
満
た
さ
れ
て
い
る
か
ら

で
し
た
。
そ
の
後
比
叡
山
の
教
学
に
大
変
容
が
起
き
、
第
三
代
座
主
慈
覚

以
後
は
真
言
密
教
や
浄
土
教
が
入
り
込
み
、
伝
教
大
師
の
遺
風
は
失
せ
た

の
で
す
。
宗
祖
は
叡
山
遊
学
の
後
、
恐
ら
く
こ
れ
を
嘆
か
れ
た
に
違
い
な

い
。
清
澄
山
頂
で
の
立
教
開
宗
は
そ
こ
に
最
大
の
起
因
が
あ
り
、
宗
祖
が

後
に
戒
壇
理
論
を
組
み
立
て
る
時
も
、
恩
師
伝
教
大
師
か
ら
学
ん
だ
円
頓

の
三
学
は
最
も
重
要
な
構
成
要
素
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。 

佐
渡
在
島
中
の
二
年
半
に
打
ち
出
さ
れ
た
三
大
事
（
後
の
三
大
秘
法
）

は
宗
祖
の
教
学
の
帰
結
で
あ
る
。
本
門
の
本
尊
・
本
門
の
題
目
に
つ
い
て
、

佐
渡
配
流
以
前
か
ら
の
遺
文
も
含
め
、
主
著
『
開
目
抄
』、『
観
心
本
尊
鈔
』

に
至
っ
て
そ
の
内
容
は
ほ
ぼ
確
認
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
残
る
一
角
の
本
門

の
戒
壇
に
対
す
る
検
証
方
法
に
つ
い
て
は
如
何
な
る
手
立
て
が
あ
る
と
い

う
の
で
あ
ろ
う
か
。 

と
こ
ろ
で
、
古
来
よ
り
、
宗
祖
は
三
大
秘
法
の
本
門
戒
壇
に
つ
い
て
『
三

大
秘
法
禀
承
事
』（
真
偽
未
決
）
以
外
何
も
教
示
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
通

説
が
罷
り
通
り
、
前
述
の
よ
う
に
『
開
目
抄
』
の
全
体
理
解
は
人
開
顕
と

い
う
揺
る
ぎ
な
い
結
論
に
向
か
う
こ
と
が
常
道
で
し
た
。
宗
祖
の
開
迹
顕

本
と
い
う
深
刻
で
大
き
な
課
題
を
前
に
す
れ
ば
、
別
の
角
度
か
ら
見
つ
め

る
と
い
う
視
座
を
持
て
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

宗
祖
は
幾
つ
も
の
抄
で
、
伝
教
大
師
の
努
力
に
よ
り
建
立
し
た
比
叡
山

の
大
戒
壇
を
高
く
評
価
さ
れ
、
円
戒
・
円
定
・
円
慧
を
備
え
て
像
法
時
の

広
宣
流
布
を
為
し
た
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
言
を
頂
く
と
、
宗
祖

が
後
に
建
立
さ
れ
た
独
自
の
本
門
の
戒
壇
に
は
、
三
学
が
機
能
と
し
て
備

わ
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
領
解
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
本
門
の
戒
壇

を
研
究
す
る
上
で
、
重
大
な
示
唆
を
与
え
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
宗
祖
の
三
学
と
い
う
新
し
い
角
度
か
ら
見
つ
め
直
す
こ
と
で
あ
る
。 

そ
こ
で
、
小
生
は
本
抄
に
顕
れ
る
三
学
の
思
想
の
中
に
、
戒
壇
に
拘
わ

る
事
柄
が
必
ず
や
隠
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
仮
定
し
、
只
管
、
至

心
に
拝
解
し
ま
し
た
。
す
る
と
小
生
の
拙
い
気
付
き
で
は
あ
り
ま
す
が
、

宗
祖
か
ら
頂
く
こ
と
の
出
来
る
「
本
門
戒
」
に
関
わ
る
情
報
が
数
多
く
存

在
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
予
想
し
て
い
た
と
い
え
、
こ
れ
は
誠
に

衝
撃
的
な
発
見
で
、
唯
々
、
驚
愕
す
る
ば
か
り
で
す
。
今
も
っ
て
、
小
生
の

視
点
と
判
断
基
準
に
何
か
誤
認
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
煩
悶
の
限
り
で

す
。 そ

の
上
で
、
敢
え
て
申
し
上
げ
る
な
ら
ば
、『
開
目
抄
』
は
「
本
門
の
戒

壇
」
に
関
す
る
こ
と
が
多
々
示
さ
れ
て
い
る
ご
遺
文
で
は
な
い
か
と
い
う

提
案
で
す
。
誠
に
粗
雑
な
知
見
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
が
認
知
さ
れ
る

な
ら
ば
、『
開
目
抄
』
か
ら
密
釈
が
指
摘
さ
れ
る
『
観
心
本
尊
鈔
』
へ
と
有

機
的
な
繋
が
り
が
い
よ
い
よ
膨
ら
み
、『
法
華
行
者
値
難
事
』、『
法
華
取
要

抄
』
で
公
表
さ
れ
た
三
大
秘
法
の
鼎
の
ひ
と
つ
の
、
本
門
戒
壇
の
解
明
に

通
じ
る
新
し
い
本
門
戒
壇
論
の
展
望
が
聞
か
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の

拙
い
小
論
を
踏
み
台
に
、
本
門
の
戒
壇
論
が
宗
内
で
い
よ
い
よ
進
展
す
る
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こ
と
を
こ
こ
ろ
か
ら
願
う
も
の
で
す
。 

 
一
、
撰
述
の
動
機
と
血
脈
相
承
（
戒
壇
） 

『
開
日
抄
』
執
筆
の
動
機
を
述
べ
る
各
書
に
は
概
ね
三
項
目
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。
小
生
も
そ
れ
に
同
調
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
は
そ
れ
に
触

れ
な
い
。
小
生
が
加
え
て
取
り
上
げ
た
い
こ
と
は
、
文
永
九
年
二
月
十
一

日
に
最
蓮
坊
に
送
っ
た
手
紙
『
生
死
一
大
事
血
脈
抄
』
の
結
語
に
お
書
き

に
な
ら
れ
た 

「
信
心
の
血
脈
な
く
ん
ば
法
華
経
を
持
つ
と
も
無
益
な
り
。
委
細
之

旨
又
又
申
す
べ
く
候
。
恐
々
謹
言
。」 

の
文
言
で
あ
る
。
こ
の
手
紙
は
法
華
の
行
者
が
生
死
一
大
事
の
血
脈
（
妙

法
蓮
華
経
）
を
ど
う
し
た
ら
得
ら
れ
る
か
が
課
題
と
さ
れ
た
。
宗
祖
は
種
々

述
べ
な
が
ら
も
、
余
り
に
重
要
な
問
題
で
あ
る
た
め
に
、
そ
の
結
論
を
持

ち
越
し
、
次
の
機
会
に
明
ら
か
に
す
る
旨
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に

は
密
か
で
は
あ
る
が
、
血
脈
を
受
け
る
た
め
の
戒
壇
概
念
が
想
定
さ
れ
て

い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
後
に
、
最
蓮
坊
は
宗
祖
か
ら
授
職

灌
頂
を
受
け
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

と
も
か
く
も
、
宗
祖
は
ご
自
身
を
含
め
て
法
華
行
者
の
血
脈
な
る
も
の

を
、
一
体
ど
こ
で
、
何
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
相
承
す
る
の
か
、
そ
の
血

脈
相
承
は
ど
の
よ
う
に
担
保
さ
れ
る
の
か
、
こ
れ
ら
戒
壇
に
関
す
る
知
見

を
宣
明
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
想
像
い
た
し
ま
す
。 

た
だ
、
同
時
期
に
著
作
進
行
中
の
『
開
目
抄
』
に
お
い
て
は
、
何
よ
り

も
、
ご
自
分
が
上
行
菩
薩
応
現
の
法
華
行
者
で
あ
る
こ
と
を
、「
暗
示
」
と

い
う
難
し
く
手
間
の
か
か
る
手
法
を
取
り
つ
つ
も
、
詳
し
く
証
明
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
は
、
龍
口
法
難
以
来
、
宗
祖
が
折
伏
に
よ

っ
て
受
け
た
世
俗
的
な
懲
罰
に
対
す
る
解
答
を
出
し
、
末
法
二
百
余
年
、

こ
れ
ま
で
に
真
な
る
法
華
の
行
者
は
誰
か
い
た
の
か
？
行
者
に
対
す
る
守

護
が
無
い
の
は
何
故
な
の
か
等
々
、
極
寒
の
塚
原
三
昧
堂
で
、
宗
祖
は
本

抄
撰
述
の
正
念
場
を
迎
え
て
お
ら
れ
た
。 

不
思
議
な
こ
と
に
、
宗
祖
の
ご
半
生
は
本
門
戒
を
抜
き
に
し
て
は
全
く

総
括
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
事
実
、
宗
祖
教
学
は
そ
の
骨
格
た
る
三
大

秘
法
を
以
っ
て
頂
点
に
達
し
、
宗
祖
半
生
の
終
着
点
、
帰
結
で
も
あ
る
。

宗
祖
は
忍
難
慈
勝
の
不
屈
の
歩
み
の
中
で
《
ご
自
身
を
律
す
る
も
の
・
本

門
戒
・
遂
に
は
本
門
戒
壇
建
立
へ
と
醸
成
す
る
も
の
》
を
類
い
稀
な
信
念

の
源
泉
に
な
さ
れ
た
も
の
と
拝
解
い
た
し
ま
す
。 

重
言
す
れ
ば
、
釈
尊
・
天
台
・
伝
教
両
大
師
と
の
経
論
上
で
の
法
華
思

想
の
承
継
、
法
華
経
の
真
髄
に
入
り
、
久
遠
実
成
釈
迦
牟
尼
仏
膝
下
の
事

の
一
念
三
千
の
開
出
な
ど
の
研
学
、
命
を
賭
し
て
行
っ
た
折
伏
伝
道
と
国

家
諌
暁
、
そ
れ
に
対
す
る
受
難
、
そ
し
て
、
佐
渡
流
罪
。
そ
れ
ら
す
べ
て
は

宗
祖
の
内
を
律
す
る
本
門
戒
に
よ
り
支
え
ら
れ
、
そ
の
帰
結
が
三
大
秘
法

で
あ
り
、
本
門
の
戒
壇
の
建
立
で
も
あ
っ
た
。 

と
ま
れ
、
宗
祖
の
厳
し
く
も
精
進
の
ご
生
涯
は
、
本
門
の
大
戒
が
横
溢

す
る
大
戒
壇
建
立
の
た
め
の
、
真
味
豊
か
な
土
壌
造
り
で
あ
っ
た
。
目
を

聞
く
、
心
の
目
を
開
く
、
宗
祖
は
深
い
内
省
の
底
か
ら
《
ご
自
身
を
律
す

る
も
の
・
内
な
る
本
門
戒
》
の
全
貌
を
『
開
目
抄
』
に
お
い
て
、
重
厚
に
著

さ
れ
た
。 

こ
こ
に
至
れ
ば
、
私
た
ち
は
宗
祖
が
自
身
の
体
験
や
信
証
を
語
る
す
べ

て
に
お
い
て
、
語
ら
ざ
る
本
門
の
戒
の
、
た
ゆ
ま
ざ
る
た
く
ま
し
い
働
き

が
あ
る
こ
と
を
密
か
に
し
て
何
よ
り
も
明
ら
か
に
知
る
こ
と
が
出
来
る
の

で
す
。 

 

二
、
戒
と
本
門
戒
壇
と
い
う
概
念
に
つ
い
て 
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本
門
戒
に
つ
い
て
は
、
法
華
経
と
宗
祖
の
遺
文
と
か
ら
相
当
な
情
報
を

掴
む
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
そ
こ
で
は
法
華
経
本
門
と
迹
門
と
を
区
別

し
、
本
門
の
み
か
ら
得
ら
れ
る
も
の
を
本
門
戒
と
い
う
も
の
で
は
無
い
。

本
門
戒
に
は
「
法
師
品
」「
勧
持
品
」「
見
宝
塔
品
」
な
ど
か
ら
説
示
さ
れ
る

六
波
羅
蜜
や
五
種
法
師
な
ど
の
戒
が
本
門
で
止
揚
さ
れ
て
関
わ
っ
て
い
る
。

同
様
に
、
本
門
の
戒
に
つ
い
て
も
本
門
に
限
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
迹

門
時
に
建
て
た
叡
山
の
円
頓
の
建
物
が
本
門
時
に
な
る
と
何
の
価
値
も
無

く
な
る
で
あ
ろ
う
か
、
そ
ん
な
筈
は
無
い
。
或
い
は
、
迹
門
の
中
で
佛
が

強
く
要
請
す
る
誓
言
な
ど
は
本
門
の
戒
壇
に
お
い
て
実
に
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。 

と
こ
ろ
で
、
後
の
『
下
山
御
書
』
に 

「
又
今
の
高
僧
等
は
或
は
東
寺
の
真
言
、
或
は
天
台
の
真
言
也
。
東
寺

は
弘
法
大
師
、
天
台
は
慈
覚
・
智
証
也
。
此
三
人
は
上
に
申
す
が
如
く

大
謗
法
の
人
々
也
。
其
よ
り
巳
外
の
諸
僧
等
は
或
は
東
大
寺
の
戒
壇

の
小
乗
の
者
也
。
叡
山
の
円
頓
戒
は
又
慈
覚
の
謗
法
に
曲
ら
れ
ぬ
。
彼

円
頓
戒
も
迹
門
の
大
戒
な
れ
ば
今
の
時
の
機
に
あ
ら
ず
。
旁
叶
べ
き

事
に
は
あ
ら
ず
。
只
今
国
土
や
ぶ
れ
な
ん
。
後
悔
さ
き
に
た
た
じ
。
」 

（『
開
目
抄
』
池
上
本
門
寺
編 

朝
夕
諷
誦 
四
三
三
頁
） 

と
、
叡
山
の
現
況
に
支
配
さ
れ
る
戒
壇
を
嘆
か
れ
る
が
、
こ
れ
は
決
し

て
、
伝
教
大
師
の
円
頓
戒
壇
を
否
定
し
て
い
る
の
で
な
い
。
三
国
四
師
を

語
る
宗
祖
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
宗
祖
が
往
時
の
叡
山
戒
壇
を
高
く
評
価

し
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
全
く
変
わ
り
な
い
。
殊
更
に
、
宗
祖
が
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
撰
時
に
つ
い
て
で
あ
る
。
前
述
の
通
り
、
迹
門
の

戒
は
円
頓
戒
と
し
て
も
本
門
戒
に
対
し
重
要
な
関
り
を
持
つ
が
、
叡
山
三

祖
慈
覚
以
来
の
濁
れ
る
山
の
円
頓
戒
は
名
ば
か
り
で
、
既
に
本
来
の
光
を

失
い
、
別
物
に
変
節
し
て
い
る
。
宗
祖
は
其
の
変
節
を
指
摘
し
、
批
判
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
台
当
相
対
を
誤
っ
て
、
迹
門
の
大
戒
は
一
切
無
用
で

あ
る
と
す
る
と
、
伝
教
大
師
の
思
想
《
円
頓
の
大
戒
》
を
否
定
し
、
円
頓
の

大
戒
壇
の
《
円
慧
・
円
定
・
円
戒
》
ま
で
も
否
定
す
る
こ
と
と
な
り
、
本
末

転
倒
し
て
し
ま
い
ま
す
。
祖
意
は
、
像
法
と
末
法
と
の
時
代
の
異
な
り
と
、

叡
山
の
変
節
と
に
対
し
て
で
あ
り
ま
す
。 

さ
て
、
宗
祖
は
『
四
信
五
品
抄
』
に
お
い
て
、
以
信
代
慧
・
信
心
為
本

を
打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
あ
く
迄
、
初
心
の
行
者
（
在
家
、
入

信
を
希
望
す
る
者
）
に
対
す
る
指
導
法
で
あ
る
。
入
信
時
の
心
の
真
髄
を

つ
い
た
革
命
的
な
教
法
で
あ
る
。
信
こ
そ
入
信
を
問
う
鍵
で
あ
る
。
し
か

し
、
同
抄
に
は
そ
の
教
え
に
続
い
て
、
法
華
経
の
『
分
別
功
徳
品
』
を
挙

げ
、 「

経
文
分
明
に
初
・
二
・
三
品
の
人
に
は
檀
・
戒
の
五
度
を
制
止
し
、

第
四
品
に
到
り
て
始
め
て
之
を
許
す
。
後
に
許
す
を
以
て
知
り
ぬ
、
初

め
に
制
す
る
こ
と
を
。」 

（『
四
信
五
品
抄
』
池
上
本
門
寺
編 

朝
夕
諷
誦 

七
七
八
頁
） 

と
、
兼
行
六
度
、
正
行
六
度
の
中
・
上
級
の
行
者
に
は
六
波
羅
蜜
の
修

行
を
要
請
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
品
の
続
き
に
は
五
種
法
師
の
修
行
も
併

せ
て
勧
奨
し
て
い
る
。
我
々
末
法
の
凡
夫
で
あ
り
な
が
ら
、
上
人
と
い
う

身
に
あ
る
者
と
し
て
は
こ
れ
を
肝
に
銘
記
し
、
日
常
の
修
行
の
戒
め
に
し

て
お
き
た
い
。 

「
是
の
故
に
汝
等
如
来
の
滅
後
に
於
て
応
當
に
一
心
に
受
持
読
誦
し

解
説
書
写
し
説
の
如
く
修
行
す
べ
し
。
所
在
の
国
土
に
若
は
受
持
読

誦
し
解
説
書
写
し
説
の
如
く
修
行
し
若
は
経
巻
所
住
の
處
有
ら
ん
」 

（『
如
来
神
力
品
第
二
十
一
』） 

佛
が
上
行
等
の
菩
薩
大
衆
に
四
句
の
要
法
を
付
属
し
た
直
後
に
、
厳
し

く
要
請
さ
れ
る
五
種
法
師
の
修
行
で
あ
る
。
総
じ
て
、
仏
の
厳
命
は
教
師

の
本
門
戒
と
言
わ
ず
し
て
他
の
何
者
で
も
無
い
。
宗
祖
が
本
門
の
戒
壇
に

は
三
学
（
円
戒
・
円
定
・
円
慧
）
が
不
可
欠
に
備
わ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
述
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べ
ら
れ
た
こ
と
は
大
変
有
難
い
ご
教
示
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
小

論
は
宗
祖
の
ご
意
思
に
沿
っ
て
、
本
門
の
戒
壇
が
備
え
る
べ
き
三
学
（
円

慧
・
円
定
・
円
戒
）
を
柱
に
立
て
、
論
考
を
進
め
て
い
る
次
第
で
す
。 

 

三
、
本
門
の
戒
壇
の
円
戒
・
円
定
・
円
慧
の
分
類
お
よ
び
実

義
に
つ
い
て 

『
日
蓮
宗
宗
義
大
綱
』
お
よ
び
『
同
読
本
』
の
本
門
の
戒
壇
の
項
は
、
論

者
に
と
っ
て
は
頼
み
と
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
三
秘
の
意
義
に
は 

「
三
大
秘
法
は
、
本
門
の
教
主
釈
尊
が
末
法
の
衆
生
の
た
め
に
、
本
化

の
菩
薩
に
付
属
さ
れ
た
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
一
大
秘
法
に
基
づ
い
て
、

開
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
日
蓮
聖
人
は
、
こ
の
一
大
秘
法
を
行
法
と

し
て
「
本
門
の
本
尊
」「
本
門
の
題
日
」「
本
門
の
戒
壇
」
と
開
示
さ
れ

た
。
末
法
の
衆
生
は
、
こ
の
三
大
秘
法
を
行
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
仏

の
証
悟
に
安
住
す
る
。」 

（『
日
蓮
宗
宗
義
大
綱
』） 

と
、
定
義
さ
れ
、
一
大
秘
法
の
下
に
三
つ
の
秘
法
即
ち
、
行
法
が
あ
り
、

我
々
は
そ
れ
ぞ
れ
の
三
つ
の
修
行
を
為
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
。
と

こ
ろ
が
、
こ
の
定
義
に
つ
い
て 

「
と
こ
ろ
で
、
唱
題
修
行
は
末
代
の
観
心
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
聖

人
が
持
っ
て
お
ら
れ
た
こ
と
は
観
心
本
尊
鈔
に
明
か
な
通
り
で
あ
る
。

と
す
れ
ば
唱
題
は
必
然
的
に
能
観
と
所
観
と
を
兼
備
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
道
理
で
、
所
観
の
本
尊
と
能
観
の
題
目
と
、
そ
れ
に
修
行
の
道

場
と
し
て
の
戒
壇
の
三
者
が
要
請
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
、
佐
渡
流

罪
以
降
に
唱
題
は
本
尊
と
題
目
と
戒
壇
と
に
開
出
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。」 

（『
宗
義
大
綱
読
本
』 

七
七―

七
八
頁
） 

唱
題
が
本
尊
と
題
目
と
戒
壇
と
を
開
出
し
た
と
誤
っ
て
解
釈
さ
れ
て
い

る
た
め
、
宗
義
上
で
大
混
迷
を
起
こ
し
て
い
る
。
行
法
の
ひ
と
つ
で
あ
る

題
目
が
一
大
秘
法
（
一
妙
）
に
代
わ
っ
て
、
本
尊
と
題
目
と
戒
壇
と
を
開

出
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
更
に
、
続
い
て 

「
文
永
八
年
十
一
月
二
十
三
日
佐
渡
か
ら
の
第
一
書
で
あ
る
冨
木
入

道
殿
御
返
事
に
「
天
台
伝
教
は
粗
ぼ
釈
し
給
へ
ど
も
之
を
弘
め
残
せ

る
一
大
事
の
秘
法
を
此
の
国
に
初
め
て
之
を
弘
む
」
と
て
題
目
を
ば

「
一
大
事
の
秘
法
」
と
呼
ば
れ
た
。」 

（『
宗
義
大
綱
読
本
』 

七
八
頁
） 

と
、「
題
目
を
ば
「
一
大
事
の
秘
法
」
と
呼
ば
れ
た
」
と
再
び
、
同
じ
過

ち
を
重
ね
て
い
る
。『
読
本
』
が
教
学
の
根
幹
・
最
重
要
な
と
こ
ろ
で
、
こ

の
よ
う
な
過
誤
を
繰
り
返
す
こ
と
は
不
審
極
ま
り
な
い
。 

「
大
綱
」
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
一
大
秘
法
」
と
は
、
事
の
一
念
三
千
と

い
う
神
奥
の
真
理
、
み
仏
で
も
言
い
尽
く
せ
な
い
ほ
ど
の
世
界
観
・
自
然

観
・
国
土
観
・
人
間
観
・
神
力
観
等
々
を
総
合
し
統
一
す
る
法
華
思
想
と

し
て
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
で
あ
る
と
受
け
止
め
た
い
。 

「
本
門
の
題
目
」
と
は
称
名
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
で
信
心
を
以
て
唱
え

る
行
法
で
あ
り
、
こ
れ
を
行
ず
る
こ
と
を
唱
題
と
受
け
止
め
た
い
。
従
い
、

唱
題
は
一
大
秘
法
と
は
概
念
上
で
は
全
く
異
な
る
。 

ま
た
、
『
大
綱
』
に
は
戒
壇
と
い
う
言
葉
を
掲
げ
て
い
る
が
、 

「
本
門
の
戒
壇
は
、
題
目
を
受
持
す
る
と
こ
ろ
に
そ
の
ま
ま
現
前
す

る
。
こ
れ
を
即
是
道
場
の
事
の
戒
壇
と
い
う
。
四
海
帰
妙
の
暁
に
建
立

さ
る
べ
き
事
相
荘
厳
の
事
の
戒
壇
は
、
我
等
宗
徒
の
願
業
で
あ
っ
て
、

末
法
一
同
の
強
盛
の
行
業
に
よ
っ
て
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」 

と
あ
る
が
、
本
門
の
戒
壇
を
説
明
し
て
い
る
よ
う
で
、
実
は
、
内
容
・
働

き
等
に
つ
い
て
は
何
ら
説
明
が
さ
れ
て
い
な
い
。
為
に
、
こ
の
小
論
で
は
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何
も
援
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

従
っ
て
、
今
は
宗
祖
の
円
頓
の
大
戒
壇
論
に
従
っ
て
、
円
戒
（
本
門
戒
）・

円
定
（
本
門
定
）・
円
慧
（
本
門
慧
）
の
大
項
目
を
立
て
、『
開
目
抄
』
全
編

に
流
れ
る
宗
祖
の
《
ご
自
身
を
律
す
る
も
の
・
本
門
戒
・
遂
に
は
本
門
戒

壇
建
立
へ
と
醸
成
す
る
も
の
》
か
ら
種
々
の
実
義
（
事
柄
・
要
素
等
）
を
捉

え
、
大
項
目
へ
振
り
分
け
、
整
理
を
い
た
し
た
い
。 

な
お
、
一
妙
三
秘
に
お
け
る
本
尊
・
戒
壇
・
題
目
と
の
関
係
性
は
深
い

の
で
す
。
こ
の
小
論
の
本
門
の
戒
壇
の
円
戒
（
本
門
戒
）・
円
定
（
本
門
定
）・

円
慧
（
本
門
慧
）
は
一
妙
三
秘
に
お
け
る
戒
壇
・
本
尊
・
題
目
に
各
々
対
応

し
、
当
然
の
事
な
が
ら
、
ほ
ぼ
同
体
で
あ
る
。
即
ち
、
三
秘
が
互
い
に
相
即

の
関
係
に
あ
る
よ
う
に
、
本
門
の
戒
壇
の
内
の
円
戒
・
円
定
・
円
慧
等
も

相
即
の
関
係
に
あ
る
の
で
す
。 

 四
、
二
乗
作
佛
は
本
門
戒
壇
の
円
慧
の
実
義
な
り 

爾
前
経
で
成
仏
で
き
な
い
と
さ
れ
る
声
聞
・
縁
覚
の
二
乗
は
、
自
分
の

解
脱
に
囚
わ
れ
て
他
を
顧
み
な
い
独
善
の
境
地
に
あ
る
と
い
う
。
自
利
化

他
、
上
求
菩
提
下
化
衆
生
の
菩
薩
の
立
場
か
ら
は
仏
種
断
絶
の
者
と
厳
し

く
責
め
ら
れ
る
。
善
人
、
賢
人
を
標
榜
し
阿
羅
漢
を
得
て
覚
者
に
な
っ
た

と
称
す
る
二
乗
は
、
返
っ
て
救
い
難
い
の
で
あ
る
。 

迹
門
で
の
釈
尊
は
こ
の
二
乗
に
救
い
の
手
を
差
し
伸
べ
、
一
念
三
千
と

い
う
深
奥
の
真
理
を
打
ち
出
し
二
乗
作
佛
を
示
さ
れ
る
。
し
か
し
、
二
乗

の
救
い
の
道
は
本
当
に
敷
か
れ
た
の
か
。 

「
諸
の
声
聞
衆
及
び
縁
覚
乗
を
求
む
る
も
の
に
告
ぐ
。
我
れ
苦
縛
を

脱
し
涅
槃
を
逮
得
せ
し
め
た
る
こ
と
は
佛
方
便
力
を
以
て
示
す
に
三

乗
の
教
を
以
て
す
」 

（
『
方
便
品
第
二
』） 

「
我
れ
山
谷
に
處
し 

或
は
林
樹
の
下
に
在
っ
て 

若
は
座
し 

若

は
経
行
し
て 

常
に
是
の
事
を
思
惟
し 

鳴
呼
し
て
深
く
自
ら
責
き
。

云
何
ぞ 

而
も
白
か
ら
欺
る
」 

（『
譬
喩
品
第
三
』） 

二
乗
作
佛
に
つ
い
て
、
迹
門
の
こ
の
い
ず
れ
も
長
文
の
章
で
あ
り
な
が

ら
、
そ
の
取
り
上
げ
方
は
極
め
て
理
知
的
で
あ
る
。
十
界
互
具
は
二
乗
に

よ
り
断
絶
し
て
い
た
が
、
法
華
迹
門
に
お
い
て
二
乗
作
佛
観
に
よ
り
沢
山

の
通
気
口
が
出
来
て
、
互
具
は
公
式
化
さ
れ
た
。
そ
う
し
た
事
情
か
ら
、

と
も
す
れ
ば
二
乗
を
外
観
か
ら
視
る
姿
勢
が
強
く
、
内
に
入
り
、
そ
の
心

情
を
深
く
探
る
と
い
う
よ
う
な
立
ち
位
置
を
持
た
な
い
。 

さ
て
、
法
華
経
至
上
の
宗
祖
に
お
い
て
は
、
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
か
。 

「
諸
の
声
聞
等
は
、
前
四
味
の
経
々
に
い
く
そ
ば
く
ぞ
の
呵
嘖
を
蒙

り
、
人
天
大
会
の
中
に
し
て
恥
辱
が
ま
し
き
事
、
其
の
数
を
し
ら
ず
。

し
か
れ
ば
迦
葉
尊
者
の
涕
泣
の
声
は
三
千
を
ひ
び
か
し
、
須
菩
提
尊

者
は
亡
然
と
し
て
手
の
一
鉢
を
す
つ
。
舎
利
弗
は
飯
食
を
は
き
、
富
楼

那
は
画
瓶
に
糞
を
入
る
と
嫌
る
。」 

（『
開
目
抄
』
池
上
本
門
寺
編 

朝
夕
諷
誦 

三
〇
九
頁
） 

宗
祖
は
利
己
的
で
独
善
の
境
地
に
あ
る
二
乗
た
ち
を
外
観
か
ら
で
は
な

く
、
彼
ら
の
そ
の
内
面
に
入
り
込
む
。
誤
解
さ
れ
、
恥
ず
か
し
め
を
受
け
、

腹
の
底
か
ら
嗚
咽
す
る
縁
覚
た
ち
。
自
分
を
見
失
い
絶
望
す
る
声
聞
た
ち
。

宗
祖
は
『
維
摩
経
』
で
こ
の
よ
う
に
冷
た
く
描
写
さ
れ
る
彼
ら
を
改
め
て

見
つ
め
直
す
。
成
仏
を
閉
ざ
さ
れ
た
彼
ら
へ
の
救
い
の
道
を
、
深
く
思
い

遣
る
ま
な
ざ
し
で
あ
る
。 

本
門
壽
量
品
に
到
り
、
教
主
久
遠
の
御
声
を
文
上
で
聞
き
、
文
底
に
迹

門
一
念
三
千
の
世
界
に
映
る
彼
ら
の
真
の
姿
を
見
つ
め
直
し
た
時
、
恐
ら

く
宗
祖
の
脳
奥
に
閃
光
が
走
り
、
世
界
が
一
変
し
た
の
で
あ
る
。 

そ
れ
こ
そ
、
事
の
一
念
三
千
の
世
界
の
開
出
で
あ
り
、
深
い
思
い
や
り
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の
交
流
す
る
真
の
十
界
互
具
の
世
界
で
あ
る
。
十
界
互
具
世
界
で
は
、
存

在
す
る
も
の
は
そ
の
時
々
に
置
か
れ
た
存
在
状
況
の
違
い
は
あ
れ
ど
も
、

常
に
平
等
大
慧
と
い
う
倫
理
に
包
ま
れ
、
そ
し
て
互
い
が
助
け
合
い
、
導

き
合
い
、
前
進
す
る
と
い
う
実
現
の
世
界
で
あ
る
。
こ
の
実
現
を
促
し
、

呼
び
か
け
る
本
門
の
戒
壇
は
、
二
乗
作
佛
と
い
う
美
し
い
円
慧
を
具
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

五
、
事
の
一
念
三
千
、
本
因
・
本
果
の
法
門
は
本
門
戒
壇
の

円
慧
の
実
義
な
り 

「
本
門
に
い
た
り
て
、
始
成
正
覚
を
や
ぶ
れ
ば
、
四
教
の
果
を
や
ぶ
る
。

四
教
の
果
を
や
ぶ
れ
ば
四
教
の
因
や
ぶ
れ
ぬ
。
爾
前
・
迹
門
の
十
界
の

因
果
を
打
や
ぶ
て
、
本
門
十
界
の
因
果
を
と
き
顕
す
。
此
即
本
因
本
果

の
法
門
な
り
。
九
界
も
無
始
の
仏
界
に
具
し
、
仏
界
も
無
始
の
九
界
に

備
て
、
真
の
十
界
互
具
・
百
界
千
如
・
一
念
三
千
な
る
べ
し
。」 

（『
開
目
抄
』
池
上
本
門
寺
編 

朝
夕
諷
誦 

二
九
九
頁
） 

こ
こ
に
説
か
れ
る
事
の
一
念
三
千
、
そ
の
精
華
な
る
二
乗
作
仏
と
久
遠

実
成
、
そ
し
て
本
因
本
果
の
法
門
等
は
本
仏
釈
尊
が
お
説
き
な
ら
れ
た
法

華
経
の
真
実
な
る
根
本
義
で
あ
る
。
壽
量
品
の
文
底
か
ら
宗
祖
が
開
出
さ

れ
た
こ
の
一
大
真
理
は
釈
尊
に
返
さ
れ
、
そ
し
て
神
力
品
に
至
っ
て
四
句

要
法
が
説
示
す
る
大
い
な
る
深
義
と
な
っ
て
、
改
め
て
上
行
菩
薩
が
結
要

付
嘱
を
受
け
た
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
宗
祖
に
於
か
れ
て
、
宗
祖

の
み
が
そ
れ
を
受
け
る
資
格
が
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
深
義
こ
そ
本
門
戒

壇
の
円
慧
の
根
本
に
確
立
さ
れ
る
実
義
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
故
な

ら
ば
、
本
門
の
本
尊
は
久
遠
実
成
の
釈
迦
如
来
で
あ
り
、
本
門
の
題
目
は

釈
尊
の
悟
り
の
事
の
一
念
三
千
を
七
字
に
具
象
し
た
る
教
法
・
行
法
で
あ

り
、
本
門
の
戒
壇
は
本
尊
が
告
敇
す
る
現
前
で
七
字
題
目
を
受
持
し
、
広

宣
流
布
を
誓
言
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
だ
。 

元
々
、
宗
祖
は
本
門
の
戒
壇
に
は
円
戒
・
円
定
・
円
慧
が
備
わ
る
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
円
戒
の
み
が
あ
れ
ば
よ
い
な
ど
と
戒
壇
を

狭
義
に
考
え
て
お
ら
れ
な
い
。
従
い
、
宗
祖
に
よ
る
本
門
の
戒
壇
は
多
機

能
で
あ
り
、
法
華
経
の
教
え
を
時
代
に
即
し
て
広
宣
流
布
す
る
動
力
源
で

あ
る
と
見
倣
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
戒
・
定
・
慧
が
一
体
と
い
う

祖
意
に
従
え
ば
、
事
の
一
念
三
千
、
本
因
・
本
果
の
法
門
は
本
門
戒
壇
の

円
慧
の
実
義
に
据
え
る
べ
き
で
あ
る
。 

 

六
、
三
障
四
魔
必
競
起
こ
る
は
本
門
戒
壇
の
円
戒
の
実
義
な

り 

「
法
華
経
を
行
ぜ
し
程
に
、
世
間
の
悪
縁
・
王
難
・
外
道
の
難
・
小
乗

経
の
難
な
ん
ど
は
忍
し
程
に
権
大
乗
・
実
大
乗
経
極
た
る
よ
う
な
道

綽
・
善
導
・
法
然
等
が
ご
と
く
な
る
悪
魔
の
身
に
入
た
る
者
、
法
華
経

を
つ
よ
く
ほ
め
あ
げ
、
機
を
あ
な
が
ち
に
下
し
、「
理
深
解
微
」
と
立
、

「
未
有
一
人
得
者
」、「
千
中
無
一
」
等
と
す
か
し
し
も
の
に
、
無
量
生

が
間
恒
河
沙
度
す
か
さ
れ
て
権
経
に
堕
ぬ
。（
中
略
）
日
本
国
に
此
を

し
れ
る
者
、
但
日
蓮
一
人
な
り
。
こ
れ
を
一
言
も
申
出
す
な
ら
ば
、
父

母
・
兄
弟
・
師
匠
国
主
王
難
必
来
べ
し
。
い
わ
ず
ば
慈
悲
な
き
に
に
た

り
と
思
惟
す
る
に
法
華
経
・
涅
槃
経
等
に
此
二
辺
を
合
見
る
に
、
い
わ

ず
は
今
生
は
事
な
く
と
も
後
生
は
必
無
間
地
獄
に
堕
べ
し
。
い
う
な

ら
ば
三
障
四
魔
必
競
起
こ
る
べ
し
と
し
ぬ
。・
・（
中
略
）
法
華
経
は
一

句
一
偈
末
代
に
持
が
た
し
と
、
と
か
る
る
は
こ
れ
な
る
べ
し
。
今
度
強

盛
の
菩
提
心
を
お
こ
し
て
退
転
せ
じ
と
願
し
ぬ
。」 
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（『
開
目
抄
』
池
上
本
門
寺
編 

朝
夕
諷
誦 

三
〇
二
頁
） 

弘
教
の
出
発
は
戒
壇
を
踏
ん
だ
瞬
間
か
ら
始
ま
る
。
行
者
を
志
ざ
す
者

に
は
生
死
一
大
事
の
祖
命
を
頂
く
一
瞬
と
な
る
。
そ
の
と
き
か
ら
、
世
の

中
を
見
つ
め
る
眼
が
変
わ
り
、
世
の
中
か
ら
視
ら
れ
た
自
分
と
い
う
自
分

を
成
長
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
、
三
障
四
魔
が
必
然
的
に
発

生
す
る
。
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
拘
わ
ら
ず
、
そ
れ
等
と
の
厳
し
い
対
峙

が
続
く
。
そ
の
裡
で
、
自
分
自
身
を
人
情
味
豊
か
で
不
屈
の
法
華
の
僧
に

育
て
上
げ
て
、
健
康
を
保
持
し
、
ひ
た
す
ら
弘
教
に
邁
進
せ
ね
ば
な
ら
な

い
。 一

方
で
、
本
門
の
戒
壇
は
す
べ
て
の
行
者
の
生
涯
に
対
し
指
導
す
る
責

任
を
負
う
。
授
戒
を
為
す
と
は
そ
う
い
う
こ
と
だ
。
植
え
つ
け
ら
れ
た
種

に
永
遠
に
責
任
を
荷
う
の
が
本
門
の
戒
壇
で
あ
り
、
そ
う
し
た
広
布
の
前

線
に
あ
る
者
の
為
の
実
践
的
な
教
育
機
関
は
い
ま
ど
う
し
て
も
必
要
で
は

な
か
ろ
う
か
。 

三
障
四
魔
は
法
華
行
者
の
鏡
で
あ
る
。
行
者
あ
ら
ば
三
障
四
魔
は
影
の

よ
う
に
必
ず
付
き
纏
う
。
故
に
三
障
四
魔
は
本
門
戒
壇
に
お
け
る
円
戒
の

実
義
と
置
か
ね
ば
な
ら
な
い
。 

 

七
．
宗
祖
の
六
波
羅
蜜
の
忍
辱
は
本
門
の
戒
壇
の
円
戒
の
実

義
な
り 

「
今
末
法
の
始
二
百
余
年
な
り
。「
況
滅
度
後
」
の
し
る
し
に
闘
諍
の

序
と
な
る
べ
き
ゆ
え
に
非
理
を
前
と
し
て
、
濁
世
の
し
る
し
に
召
合

せ
ら
ず
し
て
流
罪
乃
至
寿
に
も
お
よ
ば
ん
と
す
る
な
り
。
さ
れ
ば
日

蓮
が
法
華
経
の
智
解
は
、
天
台
・
伝
教
に
は
千
万
が
一
分
も
及
事
な
け

れ
ど
も
、
難
を
忍
び
慈
悲
の
す
ぐ
れ
た
る
事
お
そ
れ
を
も
い
だ
き
ぬ

べ
し
。」 

（『
開
目
抄
』
池
上
本
門
寺
編 

朝
夕
諷
誦
ご
遺
文 

三
〇
五
頁
） 

大
難
四
カ
度
、
小
難
数
を
知
ら
ず
の
宗
祖
の
御
難
を
忍
び
抜
く
力
、
赤

子
に
対
す
る
母
の
勝
れ
た
る
慈
悲
の
情
愛
。
凡
そ
こ
の
歴
史
上
で
最
も
尊

敬
す
る
代
表
的
日
本
人
あ
る
い
は
代
表
的
人
物
と
し
て
二
人
の
優
れ
た
キ

リ
ス
ト
教
信
者
（
内
村
鑑
三
、
矢
内
原
忠
雄
両
氏
）
か
ら
指
名
さ
れ
る
宗

祖
日
蓮
大
聖
人
。
そ
の
国
家
権
力
に
対
し
た
忍
難
慈
勝
の
不
屈
の
闘
魂
は

末
法
の
始
二
百
余
年
の
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
か
。
否
、
末
法
万
年
と

続
く
現
代
そ
し
て
未
来
に
か
け
、
仏
・
法
・
僧
が
関
わ
る
な
ら
ば
、
忍
難
も

永
劫
の
戒
で
あ
ろ
う
。
宗
祖
の
次
の
教
示
に 

「
今
の
世
の
僧
等
日
蓮
を
讒
奏
し
て
流
罪
せ
ず
ば
此
経
文
む
な
し
。

又
云
「
数
々
見
擯
出
」
等
々
。
日
蓮
法
華
経
の
ゆ
え
に
度
々
な
が
さ
れ

ず
ば
「
数
々
」
の
二
字
い
か
ん
が
せ
ん
。
こ
の
二
字
は
伝
教
・
天
台
い

ま
だ
よ
み
給
わ
ず
。
況
余
人
を
や
。」 

（『
関
目
抄
』
池
上
本
門
寺
編 

朝
夕
諷
誦 

三
〇
五
頁
） 

よ
み
給
わ
ず
と
は
、
余
人
は
数
々
の
法
難
に
会
う
こ
と
も
無
く
、
例
え
、

僅
か
に
あ
っ
た
と
し
て
も
耐
え
る
ほ
ど
の
世
で
は
無
か
っ
た
と
い
う
こ
と

で
、
末
法
時
代
の
僧
に
お
い
て
は
す
べ
か
ら
く
壇
を
踏
ん
で
強
盛
の
忍
辱

心
が
あ
る
こ
と
を
誓
言
し
、
自
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
誓
言
な

き
者
に
は
戒
壇
を
踏
む
資
格
は
全
く
無
い
。
共
生
の
時
代
、
余
宗
と
の
軋

轢
、
増
え
る
無
信
仰
者
か
ら
の
在
ら
ぬ
批
判
。
こ
れ
ら
に
対
抗
し
得
る
忍

辱
心
は
、
本
門
戒
壇
の
円
戒
の
実
義
で
あ
る
。 

 

八
．
宗
祖
諫
行
の
罪
は
本
門
戒
壇
の
円
定
の
実
義
な
り 

「
当
世
法
華
の
三
類
の
強
敵
な
く
ば
誰
か
仏
説
を
信
受
せ
ん
。
日
蓮

な
く
ば
誰
を
か
法
華
経
の
行
者
と
し
て
仏
語
を
た
す
け
ん
。
南
三
北
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七
・
七
大
寺
等
、
猶
像
法
の
法
華
経
の
敵
の
内
、
何
況
当
世
の
禅
・
律
・

念
仏
者
等
脱
べ
し
や
。
経
文
に
我
が
身
普
合
せ
り
。
御
勘
気
を
か
お
れ

ば
い
よ
い
よ
悦
を
ま
す
べ
し
。
例
せ
ば
小
乗
の
菩
薩
の
未
断
惑
な
る

が
「
願
兼
於
業
」
と
申
し
て
、
つ
く
り
た
く
な
き
罪
な
れ
ど
も
、
父
母

等
の
地
獄
に
堕
て
大
苦
を
う
く
る
を
見
て
、
か
た
の
ご
と
く
其
の
業

を
造
て
、
願
て
地
獄
に
堕
て
苦
に
同
、
苦
に
代
れ
る
を
悦
び
と
す
る
ご

と
し
。
此
も
又
か
く
の
ご
と
し
。
当
時
責
は
と
う
べ
く
も
な
け
れ
ど
も
、

未
来
の
悪
道
を
脱
す
ら
ん
と
お
も
え
ば
悦
な
り
」 

（『
開
目
抄
』
池
上
本
門
寺
編 

朝
夕
諷
誦 

三
〇
六
頁
） 

つ
く
り
た
く
な
き
罪
を
つ
く
る
と
は
何
の
こ
と
か
。
宗
祖
は
こ
こ
で
小

乗
の
未
断
惑
を
取
り
上
げ
て
お
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
常
不
軽
菩
薩
の
但

行
礼
拝
の
罪
の
こ
と
を
例
と
し
た
い
。
世
人
は
但
行
礼
拝
と
刀
杖
の
難
を

以
て
常
不
軽
菩
薩
を
礼
賛
す
る
が
、
但
行
礼
拝
は
罪
つ
く
り
で
も
あ
る
こ

と
を
知
る
人
は
少
な
い
。
そ
れ
は
「
常
不
軽
害
薩
品
」
の
長
行
と
偈
頌
と

の
構
成
に
原
因
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。 

「
専
ら
に
経
典
を
読
誦
せ
ず
し
て
但 

礼
拝
を
行
ず
（
中
略
）
我
れ
汝

を
軽
し
め
ず 

汝
等
道
を
行
じ
て
皆 

當
に
首
に
作
仏
す
べ
し
と 

諸
人
聞
き
已
っ
て
軽
毀
罵
詈
せ
し
に
不
軽
菩
薩
能
く
之
を
忍
受
し
き 

其
の
罪 

畢
え
已
っ
て
命
終
の
時
に
此
の
経
を
聞
く
こ
と
を
得
て
六

根
清
浄
な
り 

神
通
力
の
故
に
寿
命
を
増
益
し
て 

復 

諸
人
の
為

に
廣
く
こ
の
経
を
説
く
」 

（『
常
不
軽
菩
薩
品
』
第
二
十
） 

ま
さ
に
、
無
読
誦
の
但
行
礼
拝
は
罪
つ
く
り
で
あ
る
、
と
経
は
説
く
。

そ
の
罪
は
死
に
臨
ん
で
聞
い
た
法
華
経
に
よ
り
消
滅
し
、
有
難
い
こ
と
に

更
に
寿
命
を
永
ら
え
、
今
度
は
法
華
経
を
解
説
す
る
五
種
法
師
の
菩
薩
へ

と
生
ま
れ
変
わ
っ
て
ゆ
く
。
法
華
経
が
説
く
、
こ
れ
が
不
軽
菩
薩
の
忍
辱

と
罪
の
真
の
姿
で
あ
り
ま
す
。 

「
此
に
日
蓮
案
云
、
世
す
で
に
末
代
に
入
て
二
百
余
年
、
辺
土
に
生
を

う
く
。
其
上
下
賤
、
其
上
貧
道
の
身
な
り
。
輪
廻
六
趣
の
間
人
天
の
大

王
と
生
て
万
民
を
な
び
か
す
事
、
大
風
の
小
木
の
枝
を
吹
が
ご
と
く

せ
し
時
も
仏
に
な
ら
ず
。」 

（『
開
日
抄
』
池
上
本
門
寺
編 

朝
夕
諷
誦 

三
〇
二
頁
） 

宗
祖
ご
自
身
は
下
賤
貧
道
の
身
に
し
て
、
前
世
に
善
き
身
に
成
れ
た
こ

と
が
あ
っ
て
も
佛
に
成
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
法
華
経
を
行
ず
る
様
に

な
っ
て
、
地
獄
に
堕
ち
て
ゆ
く
三
類
の
強
敵
の
い
る
こ
と
が
解
る
よ
う
に

な
っ
た
と
宗
祖
は
述
べ
ら
れ
る
。
そ
の
宗
祖
が
常
不
軽
菩
薩
を
熱
く
ご
覧

に
な
ら
れ
て
い
る
。 

「
不
軽
品
に
云
、「
其
罪
畢
已
」
等
云
々
。
不
軽
菩
薩
は
過
去
に
法
華

経
を
謗
給
う
罪
、
身
に
有
ゆ
え
に
、
瓦
石
を
か
お
る
と
み
え
た
り
。
」 

（『
開
目
抄
』
池
上
本
門
寺
編 

朝
夕
諷
誦 

三
四
三
頁
） 

宗
祖
は
過
去
の
謗
法
が
重
な
る
原
因
と
み
て
、
法
華
経
不
読
誦
の
礼
拝

行
と
す
る
原
因
説
を
補
強
し
て
い
る
。
然
ら
ば
、
宗
祖
は
自
ら
の
三
度
に

渉
る
諫
暁
行
為
を
何
故
に
罪
と
み
な
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
ま
引
用
の
常

不
軽
菩
薩
が
前
世
に
お
い
て
謗
法
の
罪
を
犯
し
、
現
世
で
も
不
読
誦
・
礼

拝
行
と
い
う
罪
を
犯
し
た
よ
う
に
、
宗
祖
も
前
世
に
つ
い
て 

「
我
無
始
よ
り
こ
の
か
た
、
悪
王
と
生
て
、
法
華
経
の
行
者
の
衣
食
田

畠
等
を
奪
と
り
せ
し
こ
と
か
ず
し
ら
ず
。
当
世
日
本
国
の
諸
人
の
法

華
経
の
山
寺
を
た
う
す
が
ご
と
し
。
又
法
華
経
の
行
者
の
頸
を
刎
こ

と
其
数
を
し
ら
ず
。
此
等
の
重
罪
は
た
せ
る
も
あ
り
、
い
ま
だ
は
た
さ

ざ
る
も
あ
る
ら
ん
。」 

（『
開
目
抄
』
池
上
本
門
寺
編 

朝
夕
諷
誦 

三
四
六
頁
） 

と
述
べ
、
今
国
土
の
謗
法
を
責
め
て
大
難
を
受
け
る
は
過
去
の
重
罪
が

招
い
た
も
の
で
あ
る
と
云
う
。
こ
う
し
た
前
世
の
業
は
さ
て
置
き
、
国
家

諫
暁
は
現
代
社
会
に
お
い
て
は
ど
う
い
う
形
態
を
取
る
こ
と
に
な
る
の
だ
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ろ
う
か
。
宗
政
一
致
と
も
云
わ
れ
て
も
は
や
、
あ
り
得
な
い
行
為
な
の
か
。

或
い
は
、
大
衆
行
動
と
し
た
ら
想
定
で
き
る
の
か
。
或
い
は
、
別
組
織
の

政
党
な
ら
ば
公
認
さ
れ
る
の
か
。 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
宗
祖
の
国
家
諫
暁
は
国
を
導
く
立
正
安
国
の
教
説

と
し
て
、
本
門
戒
壇
の
円
定
の
最
た
る
実
義
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
し
、

宗
門
あ
げ
て
追
及
す
べ
き
課
題
で
あ
ろ
う
。 

 

九
．
誓
言
は
本
門
戒
壇
の
円
戒
の
実
義
な
り 

「
又
今
よ
り
こ
そ
諸
大
菩
薩
も
梵
・
帝
・
日
・
月
・
四
天
等
も
教
主
釈

尊
の
御
弟
子
に
て
は
候
え
。
さ
れ
ば
宝
塔
品
に
は
此
等
の
大
菩
薩
を

仏
我
が
弟
子
等
と
お
ぼ
す
ゆ
え
に
諫
暁
云
「
諸
の
大
衆
に
告
ぐ
、
我
が

滅
度
の
後
に
誰
か
能
く
此
の
経
を
、
護
持
し
読
誦
せ
ん
、
今
仏
前
に
於

て
、
自
ら
誓
言
を
説
け
」
と
は
、
し
た
た
か
に
仰
下
し
か
。」 

（『
開
目
抄
』
池
上
本
門
寺
編 

朝
夕
諷
誦 

三
一
五
頁
） 

お
よ
そ
、
社
会
に
あ
っ
て
、
重
要
な
責
務
を
引
き
受
け
る
時
、
依
頼
者

に
対
し
て
本
気
で
、
約
束
し
、
誓
い
、
或
い
は
契
約
す
る
筈
で
あ
る
。
弘
教

の
付
属
を
受
け
る
と
き
の
誓
言
は
、
俗
世
を
超
え
た
全
身
全
霊
の
、
一
身

を
投
じ
る
ほ
ど
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
門
の
戒
壇
で
は
受
戒

者
は
円
戒
の
実
義
で
あ
る
と
い
う
意
味
を
理
解
し
た
上
で
誓
言
を
述
べ
る

の
で
あ
る
。 

一
方
で
、
授
戒
者
は
厳
粛
な
作
法
・
儀
式
を
以
て
本
門
の
戒
を
授
与
す

る
。
授
与
は
誓
言
を
必
要
条
件
と
す
る
。
よ
っ
て
、
誓
言
の
発
露
は
授
与

と
相
俟
っ
て
本
門
戒
壇
の
儀
相
な
の
で
あ
る
。 

「
爾
の
時
に
薬
王
菩
薩
摩
訶
薩
及
び
大
楽
説
菩
薩
摩
訶
薩 

二
寓
の

菩
薩
春
属
と
倶
に
皆
仏
前
に
於
て
是
の
誓
言
を
作
さ
く
。」
唯
願
わ

く
ば
世
尊
以
て
慮
し
た
も
う
為
っ
か
ら
ず
。
我
等 

佛
の
滅
後
に

於
て 

當
に
此
の
経
典
を
奉
持
し 

読
誦
し
説
き
た
て
ま
つ
る
べ

し
。」 

（『
勧
持
品
第
十
三
』） 

「
復 

学 

無
学
の
八
千
人
の
受
記
を
得
た
る
者
有
り
。
座
よ
り
起

っ
て
合
掌
し 

佛
に
向
い
て
是
の
誓
言
を
作
さ
く
。
世
尊 

我
等
亦

當
に
陀
の
国
土
に
於
て 

廣
く
此
の
経
を
説
く
べ
し
。」 

（『
勧
持
品
第
十
三
』） 

「
時
に
諸
の
菩
薩 

佛
意
に
恭
順
し
幷
に
自
ら
本
願
を
満
ぜ
ん
と
欲

し
て
便
ち
仏
前
に
於
て
獅
子
吼
を
作
し
て 

誓
言
を
設
さ
く 

世

尊 

我
等
如
来
の
滅
後
に
於
て 

十
方
世
界
に
周
旋
往
返
し
て
能

く
衆
生
を
し
て
此
の
経
を
書
写
し 

受
持
し 

読
誦
し 

そ
の
義

を
解
説
し 

法
の
如
く
修
行
し
正
憶
念
せ
し
め
ん
。」 

（『
勧
持
品
第
十
三
』） 

「
我 

當
に
善
く
法
を
説
く
べ
し 

願
わ
く
ば
佛
安
穏
に
住
し
た
ま

え 

我
れ
世
尊
の
前 

諸
の
来
り
た
ま
え
る 

十
方
の
佛
に
於
て 

是
の
知
き
誓
言
を
発
す 

佛
自
か
ら
我
が
心
を
知
し
め
。」 

（『
勧
持
品
第
十
三
』） 

勧
持
品
に
は
こ
の
引
用
し
た
通
り
、
多
く
の
誓
言
が
現
れ
、
み
仏
に
誓

の
言
葉
、
誓
言
を
元
気
よ
く
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
本
仏
の
面
前
で

述
べ
る
と
い
う
こ
と
が
通
常
で
あ
り
、
代
理
が
述
べ
る
と
し
た
ら
誓
言
の

厳
格
さ
は
失
わ
れ
る
。
本
門
の
戒
壇
で
は
一
層
の
厳
格
さ
が
問
わ
れ
る
。 

 十
、
本
仏
の
誓
言
は
本
門
の
戒
壇
の
円
定
の
実
義
な
り 

「
我
本
誓
願
を
立
て
て
、
一
切
の
衆
を
し
て
、
我
が
如
く
等
し
く
し
て

異
な
る
こ
と
な
か
ら
し
め
ん
と
欲
し
き
。
我
が
昔
の
所
願
の
如
き
、
今

者
已
に
満
足
し
ぬ
。」
等
云
々
。
諸
大
菩
薩
・
諸
天
等
此
の
法
門
を
き
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い
て
領
解
云
「
我
等
昔
よ
り
來
、
数
世
尊
の
説
を
聞
き
た
て
ま
つ
る
に
、

未
だ
曾
て
是
の
如
き
、
深
妙
の
上
法
を
聞
か
ず
」
等
云
々
。 

（『
開
目
抄
』
池
上
本
門
寺
編 

朝
夕
諷
誦 

三
一
五
頁
） 

本
佛
の
誓
言
は
未
來
永
劫
に
わ
た
り
絶
対
的
な
慈
悲
行
で
あ
り
、
本
門

戒
壇
の
円
定
の
実
義
以
外
何
者
で
も
無
い
。 

 

十
一
．
仏
の
勅
宣
・
鳳
詔
・
諫
勅
は
本
門
戒
壇
の
円
定
の
実

相
な
り 

「
大
音
声
を
以
て
普
く
四
衆
に
告
げ
た
ま
わ
く
、
誰
か
能
く
此
の
裟

婆
国
土
に
於
て
広
く
妙
法
華
経
を
説
か
ん
。
今
正
し
く
是
れ
時
な
り
。

如
来
久
し
か
ら
ず
し
て
当
に
涅
槃
に
入
る
べ
し
。
仏
、
此
の
妙
法
華
経

を
以
て
付
属
し
て
在
る
こ
と
在
ら
し
め
ん
と
欲
す
。
等
云
々
。」
第
一

の
勅
宣
な
り
。」 

（『
開
目
抄
』
池
上
本
門
寺
編 
朝
夕
諷
誦 

三
二
五
頁
） 

「
諸
の
大
衆
に
告
ぐ
、
我
が
滅
度
の
後
に
、
誰
か
能
く
此
の
経
を
、
護

持
し
読
誦
せ
ん
。
今
仏
前
に
於
て
、
自
ら
誓
言
を
説
け
。
第
二
の
鳳
詔

也
。」 

（『
開
目
抄
』
池
上
本
門
寺
編 

朝
夕
諷
誦 

三
二
五
頁
） 

「
我
が
滅
度
の
後
に
、
若
し
此
の
経
を
持
っ
て
、
一
人
の
為
に
も
説
か

ん
。
是
れ
則
ち
難
し
と
す
。
諸
の
善
男
子
、
我
が
滅
後
に
於
て
、
誰
か

能
く
此
の
経
を
、
受
持
し
読
誦
せ
ん
。
今
仏
前
に
於
て
自
ら
誓
言
を
説

け
。」
等
云
々
。
第
三
諫
勅
也
。
第
四
第
五
の
二
箇
の
諫
暁
、
提
婆
品

に
あ
り
」 

（『
開
目
抄
』
池
上
本
門
寺
編 

朝
夕
諷
誦 

三
二
六
頁
） 

勅
宣
・
鳳
詔
・
諫
勅
・
諫
暁
等
は
仏
の
命
令
又
は
指
示
と
い
う
、
ほ
ほ
同

じ
行
為
に
対
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
誓
い
を
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は

五
種
法
師
の
修
行
で
あ
る
。
求
め
ら
れ
る
誓
言
は
仏
の
励
ま
し
、
と
い
う

場
合
も
あ
る
。
逆
に
、
自
ら
の
意
思
で
誓
言
を
説
こ
う
と
し
て
仏
に
断
ら

れ
た
例
が
あ
る
。 

「
爾
の
時
に
他
方
国
土
の
諸
の
來
れ
る
菩
薩
摩
訶
薩
の
八
恒
河
沙
の

数
に
過
ぎ
た
る
大
衆
の
中
に
於
て
起
立
し
合
掌
し
禮
を
作
し
て
佛
に

白
し
て
言
さ
く
。
世
尊 

若
し
我
等
佛
の
滅
後
に
於
て
此
の
裟
婆
世

界
に
在
っ
て
勤
加
精
進
し
て
是
の
経
典
を
護
持
し
読
誦
し
書
写
し
供

養
せ
ん
こ
と
を
許
し
た
ま
わ
ば
當
に
此
の
土
に
於
て
廣
く
之
を
説
き

た
て
ま
つ
る
べ
し
。
爾
の
時
に
佛
諸
の
菩
薩
摩
訶
薩
衆
に
告
げ
た
ま

わ
く 

止
ね
善
男
子 

汝
等
が
此
の
経
を
護
持
せ
ん
こ
と
を
須
い

じ
。」 

（『
従
地
湧
出
品
第
十
五
』） 

そ
の
理
由
は
単
純
で
、
裟
婆
世
界
の
弘
教
は
前
か
ら
予
定
し
て
い
る
地

涌
の
菩
薩
達
が
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
は
、
我
々
は
當
に
こ
の
裟
婆
世
界
に
生
ま
れ
、
現
世
は
こ
こ
で
た
っ
た

一
回
だ
け
の
生
涯
を
送
る
、
と
い
う
こ
と
だ
。
自
分
だ
け
で
な
く
、
山
川

草
木
、
有
情
・
無
情
が
共
生
で
き
る
よ
う
に
、
法
華
経
の
世
界
観
・
社
会

観
・
人
間
観
を
整
備
し
、
そ
れ
を
正
面
に
打
ち
出
し
広
宣
流
布
に
情
熱
を

燃
や
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
為
に
も
、
戒
・
定
・
慧
を
一
体
と
す
る
本
門

の
戒
壇
の
建
設
を
一
刻
も
早
く
、
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
北
朝
鮮
に

投
致
さ
れ
た
被
害
者
と
帰
還
を
待
ち
わ
び
る
ご
家
族
の
、
空
し
く
時
代
に

取
り
残
さ
れ
て
ゆ
く
姿
に
、
時
聞
が
持
つ
厳
し
い
意
味
を
痛
い
程
、
思
い

知
ら
さ
れ
ま
す
。「
三
大
秘
法
は
建
立
し
た
。
さ
あ
、
広
宣
流
布
を
し
ま
し

ょ
う
」
と
『
法
華
取
要
抄
』
に
述
べ
ら
れ
た
上
行
宗
祖
の
尊
い
思
い
の
戒

壇
建
立
を
、
今
こ
そ
実
現
す
べ
き
で
す
。
こ
の
仏
の
勅
宣
は
本
門
の
戒
壇

の
円
定
の
実
義
で
あ
る
。 
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十
二
、
仏
の
付
属
は
本
門
戒
壇
の
円
戒
の
実
義
な
り 

「
法
華
経
の
第
四
宝
塔
品
云
「
爾
の
時
に
多
宝
仏
、
宝
塔
の
中
に
於
て
、

半
座
を
分
ち
釈
迦
牟
尼
仏
に
与
え
た
ま
う
。
爾
の
時
に
大
衆
二
如
来

の
七
宝
塔
中
の
師
子
座
上
に
在
し
て
、
結
跏
趺
坐
し
た
ま
う
を
見
た

て
ま
つ
る
。
大
音
声
を
以
て
普
く
四
衆
に
告
げ
た
ま
わ
く
、
誰
か
能
く

此
の
裟
婆
国
土
に
於
て
広
く
妙
法
華
経
を
説
か
ん
。
今
正
し
く
是
時

な
り
。
如
来
久
し
か
ら
ず
し
て
当
に
涅
槃
に
入
る
べ
し
。
仏
、
此
の
妙

法
華
経
を
以
て
付
属
し
て
在
る
こ
と
あ
ら
し
め
ん
と
欲
す
。」
等
云
々
。

第
一
の
勅
宣
な
り
。」 

（『
開
日
抄
』
池
上
本
門
寺
編 

朝
夕
諷
誦 

三
二
五
頁
） 

宝
塔
中
の
釈
迦
牟
尼
仏
の
勅
宣
は
鼓
膜
が
破
れ
る
ほ
ど
の
大
音
声
で
す

の
で
、
そ
れ
に
応
え
ら
れ
る
者
は
誰
ひ
と
り
と
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、

そ
の
雰
囲
気
は
本
門
戒
壇
の
運
営
上
に
大
い
な
る
参
考
と
な
り
ま
す
。
ま

ず
、
気
迫
で
す
、
発
奮
で
す
。
次
に
、
心
身
と
も
な
る
礼
儀
で
す
。 

「
爾
の
時
に
佛 

上
行
等
の
菩
薩
大
衆
に
告
げ
た
ま
わ
く
。
諸
佛
の

神
力
は
是
の
如
く
無
量
無
辺
不
可
思
議
な
り
。
若
し
我
れ
是
の
神
力

を
以
て
無
量
無
辺
百
千
万
億
阿
僧
祇
劫
に
於
て
属
累
の
為
の
故
に
此

の
経
の
功
徳
を
説
か
ん
に
猶
盡
す
こ
と
能
わ
じ
。
要
を
以
て
之
を
言

わ
ば
如
来
の
一
切
の
所
有
の
法 

如
来
の
一
切
の
自
在
の
神
力 
如 

来
の
一
切
の
秘
要
の
蔵 

如
来
の
一
切
の
甚
深
の
事
皆
此
の
経
に
於

て
宣
示
顕
説
す
。」 

（『
如
来
神
力
品
第
二
十
一
』） 

宗
祖
は
こ
の
『
開
目
抄
』
に
お
い
て
、
不
思
議
な
こ
と
に
神
力
品
の
こ

の
四
句
要
法
に
関
し
た
論
述
を
全
く
為
さ
ら
な
い
。
上
行
菩
薩
に
関
す
る

こ
れ
程
重
要
な
経
説
に
全
く
触
れ
な
い
の
は
何
故
か
、 

「
此
千
世
界
の
大
菩
薩
の
中
に
四
人
の
大
聖
ま
し
ま
す
。
所
謂
上
行
・

無
辺
行
・
浄
行
・
安
立
行
な
り
。
此
の
四
人
は
虚
空
・
霊
山
の
諸
大
菩

薩
等
、
眼
も
あ
わ
せ
心
も
お
よ
ば
ず
。
華
厳
経
の
四
菩
薩
・
大
日
経
の

四
菩
薩
・
金
剛
頂
経
の
十
六
菩
薩
・
等
も
此
の
菩
薩
に
対
す
れ
ば
、
翳

眼
の
者
の
日
輪
を
見
る
が
ご
と
く
、
海
人
が
皇
帝
に
向
奉
が
ご
と
し
。

大
公
等
の
四
聖
の
衆
中
に
あ
つ
し
に
に
た
り
。
商
山
の
四
晧
が
恵
帝

に
仕
に
こ
と
な
ら
ず
。
巍
々
堂
々
と
し
て
尊
高
也
。
釈
迦
・
多
宝
・
十

方
の
分
身
を
除
て
は
、
一
切
衆
生
の
善
知
識
と
も
た
の
み
奉
ぬ
べ
し
。」 

（『
開
目
抄
』
池
上
本
門
寺
編 

朝
夕
諷
誦 

三
一
六
頁
） 

と
述
べ
、
た
だ
た
だ
四
菩
薩
に
最
大
限
の
賛
辞
を
贈
ら
れ
る
。
四
菩
薩
に

関
す
る
記
述
は
僅
か
こ
れ
だ
け
で
本
抄
中
に
は
他
に
全
く
み
ら
れ
な
い
。

実
に
不
思
議
で
あ
る
。 

そ
こ
で
私
流
の
解
釈
を
適
用
す
る
と
、
宗
祖
が
こ
れ
程
迄
に
酷
い
受
難

に
堪
え
る
半
生
を
過
ご
し
た
こ
と
で
上
行
菩
薩
の
応
現
者
と
言
わ
れ
る
な

ら
ば
良
し
と
出
来
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
上
行
菩
薩
に
宗
祖
の
如

き
難
渋
の
半
生
を
お
過
ご
し
頂
く
こ
と
は
憚
る
。
而
も
、
ま
だ
広
宣
流
布

は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。
末
法
未
来
の
世
に
は
更
に
折
伏
を
も
っ
て

戦
う
道
を
選
ん
だ
。
私
が
代
苦
を
背
負
い
ま
し
ょ
う
、
と
。 

（
次
号
へ
つ
づ
く
） 

 

 

※
本
稿
は
「
本
圀
寺
報
」
第
七
号
（
令
和
六
年
六
月
二
十
七
日
）
一―

八
頁
よ
り

抜
粋
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
部
、
明
ら
か
に
誤
植
と
思
わ
れ
る
箇
所
は
訂
正
し
た
。 


